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幕
末
の
置
種
貿
易

六

幕

ま

の

議

種

貿

易

本

庄

築

f合

良E

序

ーロ

江
戸
時
代
D
長
崎
貿
易
に
於
て
は
生
糸
は
支
那
和
繭
D
術
舶
に
よ
っ
て
輪
入
さ
れ
た
が
、
安
政
悶
園
の
後
は
逆
に
我
園
よ
り
生
糸

を
輸
出
す
る
に
至
り
、
且
つ
繭
・
賢
卵
紙
ま
で
も
輪
出
さ
れ
た
と
と
は
既
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
事
貨
で
あ
る
。
而
し
て
質
種
D
輪
向
は

幕
米
明
治
初
年
に
在
つ
て
は
輸
出
口
聞
と
し
て
重
要
た
る
地
位
を
占
め
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
落
に
幕
末
の
質
種
輪
出
に
つ
い
て
「
通

信
会
見
」
に
告
け
る
表
干
白
史
料
を
中
心
と
し
て
少
し
〈
遁
べ
て
見
た
い
と
思
ム
。
そ
れ
は
幕
末
の
貿
易
史
上
か
ら
も
或
は
忠
怨
史

上
か
ら
も
、
注
意
せ
ら
る
べ
き
重
要
た
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
信
十
る
。

輪

出

の

原

因

幕
末
に
輯
品
種
が
輪
附
さ
れ
た
原
悶
に
つ
い
て
は
、
欧
州
忙
於
け
る
試
病
の
流
行
が
事
げ
ら
れ
る
。
印
ち
一
八
四
九
年
(
嘉
永
二
年
)

(
寛
延
三
年
)

以
来
、
御
園
で
は
箆
に
微
粒
子
病
が
蔓
延
し
た
。
と
れ
よ
り
前
、
既
に
十
七
世
紀
末
か
ら
+
八
世
紀
に
か
け
て
、
主
党
一
七
四
九
年

か
ら
七
ヶ
年
に
亙
っ
て
流
行
し
、
わ
が
開
園
営
時
は
第
三
岡
目
白
流
行
で
あ
る
が
、
悌
蘭
西
は
健
全
在
る
資
穫
を
伊
太

利
・
西
班
牙
・
ア

F
F
ア
ノ

1
プ
ル
・
小
ア
ジ
ア
等
に
求
め
た
。
後
に
は
其
耐
害
は
伊
太
利
に
も
及
び
一
八
J

ハ
O
年
乃
一
主
七

O
年
は
最



も
狙
淑
を
極
め
、
偽
闘
の
牧
繭
量
は
一
八
五
五
年
士
で
凡
そ
二
千
六
百
寓
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
の
が
、

一
八
六
五
年
(
慶
臆
元
年
〉

に
は
四
百
寓
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
減
少
し
た
と
い
ふ
。
か
t
A

る
事
情
D
た
め
、
欧
洲
は
唖
品
種
を
前
記
白
各
地
及
支
郊
に
求
め
た
が
十
分
た

る
毅
果
な
く
、
還
に
わ
が
日
本
白
輩
種
を
求
む
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
札
。

而
し
て
一
度
一
躍
種
が
外
岡
に
輪
出
せ
ら
る
与
や
、
そ
白
債
格
の
騰
貴
の
た
め
之
を
輸
出
ぜ
ん
と
す
る
者
激
増
し
、
そ
白
輸
出
量
を

一
居
増
犬
せ
し
め
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
官
時
生
糸
が
輸
出
せ
ら
れ
て
内
地
需
要
を
吏
た
す
能
は
ぎ
る
欣
態
に
立
到

り
し
際
で
あ
っ
た
か
ら
、
話
卵
紙
を
多
く
輪
出
せ
ば
生
糸
輸
出
高
を
減
少
し
得
べ
し
と
の
考
か
ら
、
寧
句
争
議
槌
白
輪
出
を
阻
止
せ
ざ

り
し
と
と
も
!
日
そ
O
輸
出
を
増
大
せ
し
め
た
一
事
由
と
た
る
と
思
は
れ
る
。

輸

出

の

事

例j

慶
膝
元
年
に
質
種
の
輪
出
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
額
は
三
百
寓
枚
の

E
額
に
と
っ
た
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
於
て
幾
何
D
質
種

が
輸
出
さ
れ
た
か
、
文
そ
白
散
鰻
は
何
時
で
あ
る
か
は
必
十
し
も
明
か
で
な
い
。
多
〈
白
文
献
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
慶
臆
以
前
の
事

例
は
寓
延
元
年
比
五
十
枚
の
議
種
が
輪
出
せ
ら
れ
、
文
久
三
年
に
は
偽
人
マ
ロ
レ
の
番
珂
山
下
文
三
郎
が
伊
勢
平
か
ら
春
時
品
種
一
一
百

枚
を
買
っ
て
怖
闘
に
議
り
、
一
冗
治
一
冗
年
に
は
倒
岡
下
P

I

A

の
養
議
家
ベ
ル
テ
ン
ジ
ー
が
良
讃
程
を
求
め
て
日
本
に
来
り
数
枚
の
鷲

卵
紙
を
得
て
蹄
っ
た
Jr
守
で
あ
る
が
、
と
の
外
踊
島
臓
の
人
中
村
依
平
治
が
安
政
一
苅
年
(
弘
化
年
間
と
も
い
ふ
)
箱
館
に
於
て
伊
太
利
人
忙

諸
種
三
寓
枚
を
版
費
し
た
。
己
し
れ
蓋
我
閣
議
種
。
海
外
に
輪
山
向
せ
ら
れ
し
空
へ
た
る
べ
し
と
の
読
も
あ
ら

更
に
「
通
信
金
究
」
に
あ
ら
は
れ
た
個
A

D
例
に
つ
い
て
見
る
に
、
以
上
。
外
、
克
治
活
年
に
は
米
岡
ウ
ヲ
ル
ス
ホ
ー
ル
組
へ
輩

幕
末
白
露
種
貿
易

4宝

藤本質也、開港左半糸貿易、中~441頁以下。
旅谷善一、明治初年に於ける露昨軍轍問、世曾経済史皐第六巻十親
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幕
末
白
蜜
種
貿
易

F、

種
=
一
寓
枚
の
買
入
を
許
可
し
た
り
み
左
ら
も
v

悌
図
政
府
よ
り
一
寓
枚
、
更
に
五
千
枚
合
計
一
寓
五
千
枚
、
瑞
四
政
府
よ
り
六
千
枚

購
求
を
申
入
れ
た
事
賓
が
あ
り
、
悌
商
フ
レ
ツ
キ
マ

y

も
箱
館
に
沿
い
て
四
千
枚
の
輪
出
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
等
断
片
的
の
事

貸
は
己
の
外
に
も
あ
り
得
る
と
と
で
あ
っ
ナ
一
、
と
の
前
後
に
輸
出
せ
ら
れ
た
数
量
は
全
く
不
明
と
い
ふ
白
外
は
在
い
が
、
従
来
示
さ

れ
て
ゐ
る
数
字
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。
(
慶
陣
三
年
ま
で
を
掲
「
)

寓
延
一
克

文
久
元一一一一一

元
治
一
克

慶
臆
元一一一

一
八
六
O

一
八
六
一

一
八
六
二

一八六一一一

一
凡
六
凹

一
八
六
五

一
八
六
六

一
八
六
七

「
明
措
置
業
大
事
相
所
褐

「
生
糸
貿
易
自

鑓
遜
」
所
掲

田
島
定
邦
調
査

綿
領
事
中
山
譲
拍
報
告

豆正

十

I I I 

枚

玉三宝L

万千

枚枚

= 

百

万

枚

四
十
五
万
枚

三

百

万

枚

百
五
十
万
枚

九
十
五
万
枚

=
一
百
万
枚

九
十
五
万
枚

八
十
五
万
枚

前
述
の
安
政
一
花
年
箱
館
に
ゐ
け
る
一
一
一
寓
救
の
品
輸
出
は
右
の
表
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
な
い
。
ま
た
文
久
元
年
白
始
め
に
も
相
官
量
の
輪

三
百
四
十
万
枚

出
の
あ
っ
た
己
と
は
、
丈
久
二
年
七
月
老
中
よ
り
英
周
公
使
へ
白
書
翰
案
の
中
に
『
客
歳
白
は
じ
め
蹟
卵
繭
白
輸
出
あ
る
よ
し
を
開

て
好
商
の
利

E
射
る
も
の
、
他
の
民
工
生
業
に
害
あ
る
を
も
顧
み
や
、
そ
白
聞
に
立
入
り
て
普
く
養
議
の
家
に
授
求
し
一
時
比
同
市
敷

轍
出
せ
し
め
し
か
ぽ
』
云
々
と
あ
る
こ
と
忙
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
が
、
向
同
年
悌
図
公
使
へ
讃
種
紙
一
一
十
枚
を
寄
贈
し
た
白
み
な

《
註
)

ち
宇
、
十
一
月
に
は
働
団
商
人
の
樟
品
種
七
箱
の
輸
出
を
認
め
た
事
賓
が
あ
る
と
と
に
よ
っ
て

ι明
か
で
あ
る
。
而
し
て
前
掲
統
計
表

「貿易制度J'"記事、大塚良太郎、盤阜、前鯛(明泊三十三年刊)208頁に引用せ
るもの
佐野瑛、大日本蟹史、正史、(明治三十一年刊)191頁
大日本蜜糸骨編、日本震来業史第三番、 85-86頁
ウアルスホール枇中へ繭蜜卵購買克詐請求一件
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に
あ
ち
は
れ
た
騨
品
種
の
仕
向
地
は
大
部
分
が
伊
太
利
で
あ
っ
た
と
い
ぷ
。

(
註
)
こ
の
事
件
は
働
問
両
人
ホ
ル
レ
ザ
ト
(
フ

l
レ
ツ
ト
・
ポ
ル
レ
山
γ

ト
・
プ

l
レ
ツ

T
-と
も
記
し
て
品
り
)
が
誼
箱
紙
七
箱
を
購
入
L
之
在
職
問
せ
ん

が
た
品
に
運
土
即
へ
粧
ム
闘
を
納
入
せ
ん
と
し
た
。
と
と
ろ
が
紳
奈
川
奉
行
は
之
を
拒
絶
し
た
。
そ
こ
で
同
剛
公
使
へ
レ
ク
ル
(
巴

E
V
2
5
骨

出
向
日

-nnEZ)
か
ら
老
中
に
抗
議

L
、
と
れ
明
か
に
日
岬
修
好
誼
肉
棟
約
都
八
時
に
抵
醐
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
し
之
を
拒
絶
す
る
な
ら
ば
償
金
五

千
弗
を
交
付
ナ
べ
し
と
要
求
L
た
。
依
て
仲
困
岡
奉
行
品
、
b
神
奈
川
奉
行
へ
事
情
報
告
を
な
さ
し
め
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
輸
出
を
承
認
し
て

は
老
中
止
間
同
公
伎
と
の
閉
め
従
前
交
捗
せ
る
輪
出
統
制
の
趣
旨
が
徹
底
せ
ぎ
る
こ
と
と
な
る
故
、
種
々
申
聞
け
た
が
備
闘
尚
人
が
承
伏
せ
ず
、

強
い
て
拒
絶
し
て
は
帳
約
面
に
抵
備
す
る
度
が
あ
る
か
ら
、
買
込
入
自
姓
名
争
申
告
せ
ば
今
回
限
り
輪
出
を
許
可
す
ベ
ー
と
告
げ
た
が
、
悌
同
側

は
そ
白
姓
名
を
告
げ
ざ
る
故
、
そ
の
家
、
ゐ
と
な
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
、
輪
出
を
禁
止
し
た
も
白
で
は
な
い
と
い
ふ
に
在
つ
弁
。
其
後
老
中
島
ら
問
題

は
寧
ろ
幽
内
限
り
の
島
世
に
闘
す
る
と
主
で
あ
る
か
ら
、
輪
出
差
支
な
き
旨
を
建

L
て
本
件
は
解
決
し
た
の
で
ち
る
。

四

輪
出
の
制
限
よ
り
自
由
へ

(4)婚
輿

議
種
紙
が
我
固
か
ち
外
岡
へ
持
出
さ
れ
た
揚
合
に
、
寅
買
で
は
な
〈
臨
時
典
の
形
で
行
は
れ
た
と
と
が
あ
る
。
之
は

我
政
府
上
り
外
岡
政
府
又
は
官
吏
へ
寄
贈
し
た
も
の
で
、
例
へ
ば
文
久
三
年
八
月
プ
ロ
シ
ヤ
領
事
に
諸
種
紙
三
枚
を
寄
贈
し
た
が
、

そ
の
際
白
書
面
に
「
去
閏
年
十
一
月
中
仰
繭
西
公
使
む
質
種
紙
或
拾
枚
御
差
附
相
成
候
先
縦
も
有
之
候
に
付
白
云
々
と
あ
っ
て
、
配

に
文
久
元
年
に
働
闘
会
使
へ
寄
開
閉
せ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
共
他
に
も
同
様
の
例
が
存
す
る
如
く
考
へ
ら
れ
る
が
、
軒
品
種
紙
寄
贈

の
最
も
著
し
き
例
は
元
治
元
年
悌
園
政
府
へ
我
幕
府
よ
り
鷲
卵
紙
を
寄
鱈
し
た
一
件
で
あ
る
。
印
ち
同
年
七
月
十
七
日
水
野
和
泉
守

か
ら
悌
岡
公
使
レ
オ
ン
・
四
シ
ユ

(
F
n
S
F岳
E
)
に
到
し
、
議
卵
紙
一
高
五
千
枚
を
我
政
府
よ
り
貴
国
政
府
へ
尉
興
す
る
に
つ
き
輸
送

方
顔
人
る
旨
を
申
入
れ
、
之
に
針
し
同
十
九
日
ロ
シ
ユ
よ
り
は
之
が
答
鵡
と
し

τ
ア
ラ
ビ
ア
馬
(
品
川
語
訳

p
u初
日
情
)
を
腐
る
べ

幕
末
の
置
種
貿
易

九

費抑寄贈及購求之件
震卵繭輸出に闘する件
藤本質也、開港と生事貿易、中巻460頁
冊南ホルレヅト輪出冨卵抑留且横讃劫続場JHj菰鵬買一作
窟卵寄贈及購求ー刊
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幕
末
白
蜜
種
貿
易

O 

雪
旨
を
以
で
し
た
。
荒
悌
闘
よ
b
日
本
讃
卵
紙
に
封
す
る
要
望
あ
り
し
も
、
幕
府
は
輸
出
禁
止
の
方
針
を
積
け
居
た
る
際
で
あ
る
か

ら
、
之
を
寄
贈
す
呂
と
と
と
し
、
常
時
軍
政
の
改
革
に
最
も
必
要
注
り
し
ア
ラ
ビ
ア
馬
を
そ

D
返
障
と
し
て
悌
図
上
り
贈
る
と
と
、
と

し
た
も
の
で
、
己
の
鍍
卵
紙
は
八
月
末
に
榊
園
へ
積
逸
ら
れ
、
馬
は
一
一
十
六
頭
送
り
届
け
ら
れ
た
と
い
ふ
。
そ
の
中
一
一
政
は
巴
契
披

で
摘
軍
家
茂
に
贈
ら
れ
た
が
、
他
は
幕
末
維
新
の
際
と
て
散
通
し
て
行
方
知
れ
十
た
っ
た
と
い
ふ
町
更
に
同
年
八
月
に
は
ロ
シ
ユ
に

封
し
繭
見
本
八
箱
を
塗
付
し
て
居
る
。

(
註
)
「
日
本
属
政
史
」
込
用
三
巻
七
O
七
三
頁
に
は
、
文
久
=
一
年

I

執
備
帝
ナ
目
前
レ
オ
ン
三
世
よ
り
ア
ラ
ピ
ヤ
馬
廿
六
頭
を
江
戸
幕
府
に
贈
っ
た
。
こ
れ

は
『
良
種
忙
酬
ゆ
る
に
且
穏
を
以
で
し
た
』
も
の
で
る
る
。
そ
白
二
十
六
頭
は
牡
馬
一
一
牝
馬
一
五
で
、
馬
告
・
毛
色
・
特
徴
・
寸
幹
・
年
齢
尋
も
詳

記
さ
れ
て
ゐ
る
。
馬
は
横
漬
か
ら
直
ち
に
江
戸
堆
干
橋
白
厩
告
に
肱
容
し
た
が
、
幕
府
で
は
之
を
蜘
族
重
臣
間
に
分
ち
、
・
晴
ど
そ
の
棒
る
と
こ
ろ

E
知
ら
ざ
る
有
様
で
あ
る
と
い
ふ
。
た
N
X

文
A
=
一
年
と
あ
る
と
と
は
諜
り
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
尚
「
蟹
史
」
に
は
文
久
元
年
「
概
潰
開
港
五
十
年
史
」

に
は
麗
麿
一
工
年
と
な
っ

c
b
る
が
、
上
連
白
文
書
に
よ
っ
て
元
治
元
年
と
す
る
の
が
E
L
い
左
思
ふ
。

(
ロ
)
公
用
の
揚
合

外
国
政
府
叉
は
会
使
領
事
に
於
て
之
を
購
求
す
る
揚
合
は
幕
府
は
之
を
認
め
て
ゐ
る
。
例
へ
ぽ
文
久
二
年

五
月
竹
内
下
野
守
等
が
倫
敦
に
於
で
英
国
政
府
に
交
渉
せ
る
謝
談
書
の
中
に
も
「
ミ
-
一
ス
ト
ル
・
ヨ
ン
シ
ユ
ル
等
需
用
自
分
は
被
申

立
弐
第
相
渡
可
申
候
得
共
、
潟
商
品
多
量
輸
出
致
し
候
儀
は
被
差
官
候
様
致
し
度
』
と
あ
り
、
丈
久
三
年
六
月
米
図
公
使
及
領
事
よ

り
、
ウ
ヲ
ル
ス
ホ
ー
ル
吐
の
繭
怒
卵
購
求
D
許
可
を
求
め
た
る
に
封
し
、
神
奈
川
奉
行
上
り
外
園
奉
行
へ
提
出
し
た
る
意
見
書
に
も

『
併
見
本
迄
之
儀
に
て
同
士
要
用
之
事
に
候
は
L
懇
切
之
肢
を
以
、
此
度
限
り
取
寄
せ
同
士
ね
相
腐
り
可
申
旨
相
性
同
候
底
」
と
い
ひ
、

更
に
元
治
元
年
八
月
の
同
奉
行
の
意
見
書
忙
も
『
各
国
同
士
共
よ
り
本
圃
政
府
用
之
趣
に
而
買
入
度
段
申
立
候
節
は
、
無
徐
儀
伺
の

上
三
五
枚
宛
贈
り
も
の
に
取
計
来
り
、
此
程
字
図
岡
士
儀
も
同
様
之
趣
を
以
百
枚
程
賀
入
度
旨
強
て
申
立
、
(
中
時
)
七
八
十
枚
は
要
渡

頁戸、J4
 主

管
珂

三
犠

第
利、巴

易
教

賀
倫
件

来
る
る

生
す
す

1
t
閉
山
醐

潜
に
に

上
聞
出
問

、
輸
轍

也
糸
糸

賀
繭
繭

本
卵
卵

同
藤
霞
置
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方
可
取
計
旨
被
仰
渡
御
沙
汰
之
通
取
計
候
儀
に
有
之
』
云
々
と
あ
っ
て
、
此
等
は
何
れ
も
少
額
0
・
も
白
で
あ
る
が
、
相
常
多
量
の
場

ム
ロ
で
も
政
府
人
用
。
場
合
は
、
之
を
認
め
て
そ
の
買
求
に
感
じ
た
如
〈
で
あ
る
。
例
へ
ぽ
一
克
治
苅
年
九
月
白
一
神
奈
川
奉
行
よ
り
老
中

へ
白
上
申
書
に
『
悌
閣
政
府
用
鷲
卵
紙
一
寓
枚
貫
入
皮
旨
同
国
通
務
官
頗
の
趣
此
程
御
許
容
相
成
、
貰
波
方
取
計
候
慮
、
狛
同
人
よ
り

私
共
に
五
千
枚
賀
入
増
之
儀
申
立
、
無
徐
儀
次
第
に
付
承
服
喪
渡
方
取
計
申
候
。
(
中
時
)
瑞
関
岡
士
も
政
府
則
之
趣
を
以
議
紙
六
千

枚
目
貝
入
度
旨
申
立
、
枚
数
多
に
者
候
へ
共
、
悌
国
へ
御
差
許
之
上
者
可
及
断
僻
柄
も
無
之
候
間
承
周
寅
渡
方
取
計
候
積
』
と
あ
る
如

。

き
そ
の
例
で
あ
る
。
又
慶
臆
二
年
六
月
瑞
同
公
使
よ
り
議
卵
紙
四
千
枚
の
民
入
を
申
出
で
た
。
営
時
は
既
正
一
般
的
に
輯
品
種
の
輸
出

を
認
め
た
後
の
と
と
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
は
そ
の
依
績
に
膝
ボ
ペ
昔
旨
神
奈
川
奉
行
に
達
し
て
ゐ
る
。

(
ハ
)
本
図
政
府
と
の
交
渉

後
に
漣
ぷ
る
如
〈
幕
府
は
繁
卵
紙
D
輸
出
を
成
る
ペ
く
抑
制
せ
ん
と
す
る
策
に
山
山
で
た
が
、
保
約

上
白
輸
出
禁
制
品
で
は
友
い
か
ら
、
外
国
は
倹
約
違
反
と
し
て
種
ミ
抗
議
を
提
出
し
た
。
そ
己
で
幕
府
は
己
の
問
題
を
遣
外
使
簡
に

よ
っ
て
外
国
常
局
者
と
交
渉
せ
し
め
解
決
せ
ん
と
し
た
が
、
そ
白
抜
阿
川
を
枇
む
る
と
と
を
得
た
か
っ
た
。

第
二
同
(
誼
敵
)
使
節
た
る
竹
内
下
野
守
・
松
平
石
見
守
・
京
極
能
堂
守
は
丈
久
二
年
五
月
英
京
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
開
港
関
市
延
期
談

判
の
後
、
武
器
繭
並
種
紙
の
輸
出
に
闘
し
て
交
渉
し
た
が
、
日
本
側
D
主
張
は
生
糸
益
に
そ
の
充
た
る
べ
曹
繭
種
紙
ま
で
自
由
に
檎

出
し
て
は
岡
氏
必
需
白
織
物
に
差
支
を
生
宇
る
を
以
て
、
公
使
領
事
需
用
の
分
は
波
ず
べ
き
も
商
品
と
し
て
多
量
に
輸
州
す
る
と
と

は
差
官
め
た
き
旨
を
以
で
し
た
。
然
る
に
英
園
側
に
て
は
保
約
忙
右
諸
口
m
D
輸
出
を
認
む
る
と
と
を
明
記
せ
ざ
る
代
り
に
、
使
館
の

書
翰
に
右
輸
出
を
認
作
る
と
と
を
記
ナ
べ
し
と
主
張
し
、
展
を
交
渉
忙
及
ん
だ
が
、
日
本
側
は
我
図
在
留
白
公
使
領
事
需
用
の
も
の

は
政
府
に
申
出
弐
第
寅
渡
す
も
、
商
人
へ
白
寅
買
を
認
め
ざ
る
を
主
張
し
、
使
節
が
伯
林
・
ベ
テ
ル
プ
ル
グ
等
に
滞
在
中
も
交
渉
を
線

幕
末
白
蜜
種
貿
易

重量卵蹴貰制規一件
盟卵寄贈及購求之件
同一(，.
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幕
末
白
盤
種
貿
易

出
惜
し
た
が
、
談
判
は
不
調
に
蹄
し
、
問
題
を

H
木
監
訓
公
使
の
下
に
移
ず
に
至
っ
た
(
八
月
)
。

一
方
悌
固
に
封
し
て
は
第
三
一
問
主
働
)
使
館
た
る
他
聞
筑
後
守
・
河
津
伊
豆
守
・
河
田
相
撲
守
等
は
克
治
元
年
四
五
月
悌
園
巴
里
に

て
交
渉
し
た
が
、
例
国
外
務
大
臣
ト
ワ
ア

y
デ
ロ
イ
ス
と
白
問
に
決
定
し
た
魔
書
の
中
に
は
、

『
一
、
千
八
百
六
+
二
年
吾
先
使
節
約
束
せ

L
日
本
間
産
宣
締
・
置
卵
・
繭
之
儀
は
楳
約
百
遁
輪
出
差
支
な
き
様
可
致
旨
猶
丸
取
融
候
事

畑
、
年
立
川
時
救
に
よ
り
産
尚
之
多
寡
あ
ら
は
司
産
山
中
J

き
節
は
自
然
日
本
政
府
日
本
北
留
外
岡
童
、
=
ス
ト
ル
え
掛
合
、
一
時
輪
出
を
禁
止
す
る
の
樫

あ
る
べ

L
』

と
あ
る
G
E
D
焚
書
は
所
謂
「
巴
旦

D
肢
約
』
と
し
て
知
ら
る

F
も
の
で
、
使
節
郎
朝
の
後
幕
府
の
一
容
る
ミ
所
と
な
ら
宇
破
棄
さ
れ
た

m
 

も
り
で
あ
る
か
ら
、
自
然
殻
力
を
愛
生
し
左
か
っ
た
も
白
で
あ
る
。

元
治
一
光
年
十
二
月
九
日
諏
訪
問
幡
守
宅
に
於
て
水
野
和
泉
守
・
阿
部
豊
後
宇
・
諏
訪
問
幡
守
等
の
閣
老
と
悌

n
 

国
公
使
ロ
シ
ユ
と
合
談
し
た
が
、
そ
れ
は
横
演
製
徴
用
建
設
に
関
し
て
種
々
懇
談
し
た
の
で
あ
っ
た
。
北
パ
際
経
費
の
支
排
に
閲
し
て

(
-
-
)
悌
園
劉
占
説

怖
国
会
使
は
生
産
物
を
外
聞
忙
輪
出
せ
ば
格
別
の
利
毎
あ
る
べ
〈
、
叉
圏
内
諸
侠
へ
も
納
金
仰
付
ら
れ
て
然
る
ペ
し
と
い
び
、
日
本

側
よ
り
は
製
餓
所
建
設
代
令
代
り
と
し
て
生
糸
を
差
迭
り
て
も
差
支
友
昔
干
と
間
以
、
悌
公
使
は
『
右
は
却
て
御
ハ
骨
忙
も
相
成
候
事

一
士
官
附
添
と
し
て
差
遣
さ
る

L
方
然
る
べ
し
と
答
へ
・
と
れ
に
封
し

H
本

に
て
珊
差
支
無
之
』
た
ど
政
府
よ
り
政
府
へ
波
さ
宇
、

側
よ
り
は
更
に
「
左
伎
は
ピ
共
闘
へ
積
波
L
貴
闘
商
人
へ
直
引
合
比
て
潟
賓
却
差
支
無
之
哉
』
と
問
日
、
公
使
は
右
に
て
至
極
結
構

た
り
と
述
べ
て
ゐ
る
。

然
る
に
と
の
合
談
は
、
幕
府
が
圏
内
D
生
糸
・
繭
・
誌
卵
紙
等
を
安
僚
に
見
上
げ
て
、
外
国
白
あ
る
一
ヶ
園
へ
武
器
代
金
と
し
て
支

排
は
る
i

ゐ
も
り
な
り
と
の
風
説
と
な
り
、
笠
座
膝
元
年
二
月
九
日
英
・
蘭
雨
公
使
は
連
名
主
以
て
政
府
自
ら
が
か
L
る
行
潟
に
山
川
づ

罪111慶喜公博、第三番、 E時頁
問より購求武器類f¥に生糸・盤卵年交付の凪詑英・闘士f史論耕一件
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る
己
と
は
僚
約
違
反
な
り
と
し
て
抗
議
を
提
出
し
た
。
幕
府
は
三
月
三
一
日
E
れ
に
針
し
右
風
説
は
無
根
注
り
と
の
同
容
を
設
し
た
が

七
日
英
公
使
よ
り
入
ケ
保
忙
亙
る
再
抗
議
書
を
提
出
し
、
九
日
に
は
関
公
使
上
り
も
抗
議
し
、
且
同
闘
に
て
行
へ
呂
瑚
誹
・
砂
糖
等

の
故
前
例
下
入
札
資
質
の
方
法
宇
教
示
し
て
ゐ
る
。
和
蘭
に
針
し
で
は
同
月
閣
老
よ
り
遮
翰
を
議
し
た
。
而
し
て
幕
府
と
し
て
は
と

の
風
訟
を
否
定
し
つ

L
も
、
時
世
来
或
は
生
糸
等
の
代
金
に

Z
り
軍
備
武
器
代
金
を
決
済
せ
ん
'
と
す
る
い
勺
も
あ
り
、
そ
の
場
合
忙
は
外

因
商
人
と
利
を
争
ふ
と
と
を
な
さ
や
長
い
ム
程
度
の
返
翰
を
治
っ
て
ゐ
呂
に
過
ぎ
左
い
。
要
す
る
に
己
の
事
件
は
従
来
上
り
の
幕
府

と
仰
闘
と

D
親
善
闘
係
よ
り
し
て
、
悌
闘
が
生
糸
輸
出
調
占
穫
を
掌
握
せ
ん
と
す
る
忙
非
や
や
と
O
疑
念
よ
り
愛
し
た
も
の
一
で
は
な

い
か
と
思
は
れ
る
。
尤
も
共
後
の
事
賓
に
於
て
は
か
i
A

る
事
態
は
趨
ち
友
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
ホ
)
頁
由
民

生
糸
・
繭
・
設
卵
紙
の
輪
出
は
保
約
で
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
b
け
で
は
な
い
か
ら
、
商
人
間

ut買
買
に
よ
っ
て
持
山
川
し

得
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
営
時
の
生
産
欣
態
で
は
多
〈
検
出
し
て
は
内
地
需
要
を
充
た
す
能
は
ざ
る
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
幕
府
と

し
て
は
成
る
べ
〈
之

P
輸
出
せ
し
め
ぎ
る
方
針
を
採
っ
た
。
高
延
一
応
年
間
三
月
比
雑
穀
・
水
油
・
酬
明
・
呉
服
・
糸
等
を
先
づ
江
戸
比
廻
滋

せ
し
め
共
一
地
の
需
要
を
充
し
た
右
後
、
残
口
聞
を
紳
奈
川
忙
溶
附
せ
し
め
ん
と
す
る
所
前
五
品
廻
送

ME輸
出
統
制
の
方
針
か
ち
生
れ

出
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
生
糸
の
み
を
皐
げ
て
ゐ
る
が
、
繭
・
種
紙
は
生
糸
の
附
随
品
と
も
見
る
己
と
が
出
来
、
叉
輪
山
川
制
膝
の

方
針
で
あ
っ
た
と
と
は
、

己
目
後
の
事
例
忙
よ
っ
て
も
之
を
徴
す
る
と
と
が
出
来
る
。
例
へ
ば
丈
久
二
年
九
月
廿
六
日
の
英
閣
領
事

よ
り
同
悶
商
人
白
繭
輸
出
克
許
請
求
に
割
ナ
る
神
奈
川
奉
行
の
意
見
書
に
は
明
か
に
と
の
趣
旨
の
己
と
を
漣
ペ
て
ゐ
る
。

『
(
上
嶋
)
貿
易
品
之
内
銅
生
糸
央
服
華
日
々
必
用
之
品
ρ

一
旦
悉
江
戸
去
へ
積
付
、
其
筋
和
ゐ
て
取
調
、
4
y
〈
有
龍
之
分
開
港
場
へ
積
廻
性
規
則
も
相

立
候
義
之
付
、
繭
之
催
に
て
手
粧
に
轍
出
致
し
候
藤
相
成
候
て
は
呉
服
糸
掴
に
薬
師
廿
慌
ハ
申
迄
も
無
之
義
に
付
、
夫
々
申
識
し
差
問
置
侠
虚
、
(
中
略
)

差
向
生
糸
同
様
諾
闘
よ
り
目
に
帥
奈
川
表
へ
不
相
姐
、
一
且
江
戸
表
積
附
、
其
筒
お
ゐ
て
相
改
め
、
有
俸
の
分
而
巳
外
闘
貿
易
に
振
向
性
様
其
筋
へ

幕
末
白
置
穂
貿
易

史串雑此等の射については丸山岡雄、幕末開港期に於げる生糸貿易白民望、
誌、帯四-1三筒十二輔に詳設されてゐる
日本財放経済史料、第三春、 658頁
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幕
末
町
宮
穂
貿
晶

被
仰
渡
(
ド
略
)
山

四

前
述
の
仰
向
ホ
ル
レ
ツ
ト
輸
出
質
卵
紙
抑
留
事
件
に
つ
い
て
帥
奈
川
奉
行
竹
本
闘
書
頭
・
大
久
保
嘉
平
治
と
怖
閥
領
事
テ
ラ

f

1

自

ル
シ
ヒ
ユ
ン
と

D
封
談
(
文
久
元
年
寸
一
月
四
日
)
の
中
に
も

『
(
仰
)
時
約
第
八
僚
に
判
品
に
寄
ら
ず
日
本
役
人
立
告
な
〈
し
て
堕
買
不
背
主
有
之
候
。
自
問
両
人
フ
1

レ
ツ
ト
此
程
玉
千

γ
ル
ヲ
ル
円
蜜
卵
を
買
取

輪
出

L
侠
庭
差
宵
申
帳
。
締
約
書
中
に
盤
卵
を
禁

L
候
偽
は
無
制
座
候
。
締
約
中
之
品
は
五
分
の
税
相
相
候
ハ
、
差
支
筋
無
之
在
来
存
帳
。
(
ド
時
)

(
日
)
右
ロ
m
轍
出
の
儀
ほ
保
約
中
に
は
無
之
侠
得
共
、
先
頃
其
公
使
へ
右
京
亮
よ
り
引
合
、
其
後
榔
老
中
方
劃
請
も
有
之
、
繭
之
儀
は
越
て
交
易
品
に

い
た

L
候
様
に
相
成
可
申
儒
得
共
、
方
今
の
盛
多
分
の
輪
開
致
L
候
て
は
康
生
の
源
も
輩
き
候
儀
に
付
、
多
分
に
仕
込
候
連
も
輪
出
は
見
合
申

度
、
見
本
牲
の
憐
は
格
別
、
常
時
四
慮
に
て
は
多
分
に
輪
開
難
相
成
趣
劃
話
有
之
、
右
は
其
許
に
は
承
知
有
之
候
俄
と
存
候
。

(
備
)
右
京
亮
般
へ
公
使
よ
り
桐
諦
列
申
上
候
構
は
繭
の
儀
に
付
露
卵
に
は
晶
御
座
候
。

(
日
)
矢
長
同
様
の
品
に
有
之
、
却
て
繭
よ
り
不
都
骨
白
儀
に
宥
之
候
同
[

と
あ
っ
て
輸
出
制
限
の
趣
旨
は
明
か
で
あ
り
『
見
本
位
白
儀
は
格
別
』
と
し
て
認
め
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。

然
し
か

L
る
輪
出
制
限
は
傑
約
聞
に
根
擁
を
有
せ
ざ
る
た
め
、
外
岡
よ
り
は
保
約
違
反
と
し
て
屡
々
抗
議
さ
れ
た
。
女
久
一
一
年
六

月
十
三
円
老
中
板
倉
周
防
守
、
と
英
公
使
と
白
勤
話
番
忙
も
繭
の
賀
入
は
禁
止
た
り
や
と
問
へ
ろ
に
針
し
、
禁
制
に
あ
ら
や
と
答
へ
、

品
捌
氏
一
の
た
め
注
品
べ
し
と
逝
げ
て
ゐ
る
。
種
紙
の
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
表
面
上
は
輪
問
主
禁
止
せ
や
、
た
ピ
国
内

的
の
取
締
に
よ
っ
て
輸
出
を
制
臆
せ
ん
と
す
る
方
針
を
採
っ
た
。
丈
久
定
年
十
月
前
掲
ホ
ル
レ
ツ
ト
の
件
に
闘
ず
る
老
中
よ
り
働

問

園
公
使
へ
の
岡
答
に
も

『
一
惜
需
て
談
刊
に
も
お
よ
び
置
候
語
り
我
闘
物
品
の
産
出
其
風
土
気
慌
に
国
り
定
所
有
之
、
四
時
織
を
業
と
致

L
粧
も
の
は
多
寡
を
考
へ
工
作
を
管
み

候
事
に
付
、
他
品
波
止
の
者
貰
捌
慌
て
は
其
業
を
央
ひ
僻
様
成
行
候
事
故
、
右
渡
世
由
者
ど
も
従
来
正
応
殿
重
白
市
合
も
有
之
、
官
府
和
ゐ
て
も
右
様

の
弊
無
之
様
世
話
致
し
車
帳
。
右
故
同
所
奉
行
に
も
窟
卵
貰
渡
し
人
名
前
承
り
度
旨
其
コ
シ
シ
ユ
ル
白
相
談

L
候
儀
に
て
、
前
文
の
諮
り
全
〈
関
内

重量卵繭鵡輸出に関する件
仰向ホルレツト輸出盤卵抑留且横笛紡積場用繭購買一件
同 t

副
司
Jm



限
り
の
庭
置
に
届

L
、
外
岡
貿
易
に
闘
悟
候
事
に
は
無
之
候
。
既
に
其
渡
世
儲
由
も
り
よ
り
買
捌
き
候
は
‘

1
糖
て
暢
約
の
如
〈
何
品
に
で
も
差
構

鯉
よ
筈
に
候
問
、
轍
向
不
苦
旨
神
奈
川
奉
行
へ
申
達
性
』
(
下
略
)

却

と
あ
り
、
同
月
の
勘
定
奉
行
評
議
に
も

可
索
々
賢
買
榔
制
目
指
の
品
に
も
抱
一
之
、
(
中
略
)
此
上
は
繭
#
軍
種
紘
白
憐
に
付
候
て
は
、
柳
国
向
限
り
急
度
綱
取
締
相
立
候
よ
り
丹
差
向
車
計
方
も
有

之
間
取
候
得
品
、
開
港
場
商
人
斗
へ
抑
制
有
之
候
《
、
、
自
然
丹
岡
人
白
も
相
師
町
き
又
々
苦
情
可
申
立
哉
も
難
計
供
問
、
先
づ
繭
生
産
之
場
所
最
寄

御
代
官
桝
預
所
役
人
帯
白
申
渡
、
繭
井
賀
穂
祇
共
向
後
は
中
買
両
人
の
手
h
狼
に
不
買
説
様
厚
教
諭
世
話
錦
致
、
遁
て
の
模
様
に
苛
、
向
評
議
仕
申

上
候
様
可
仕
龍
奉
存
帳
。
依
之
制
害
車
返
上
仕
別
艇
申
施
案
相
晶
此
段
奉
伺
候
』

モ
白
と
雪
の
代
官
等
へ
の
指
令
案
の
中
に
は

吋
以
来
養
醸
の
場
所
に
て
其
業
を
属
す
者
車
引
致
候
は
特
別
、
繭
井
翠
種
紙
共
狼
に
中
買
商
人
の
手
へ
不
買
渡
様
厚
歌
誌
致

L
、
最
寄
私
領
白
向
へ
も

申
蓮
取
締
相
立
幌
様
可
被
車
計
梶
』

と
遮
ぺ
て
ゐ
る
。
亡
れ
は
案
文
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
は
商
人
に
買
込
む
と
と
を
禁
ぜ
ん
と
す
る
も
り
で
あ
る
。

文
久
三
年
ぜ
月
十
三
日
開
老
よ
り
米
闘
会
使
へ
の
逗
翰
に
も

『
繭
と
積
紙
ー
と
の
商
買
は
邦
内
従
車
白
定
格
ep
り
て
糠
に
輪
出
お
よ
ふ
と
き
は
差
文
不
山
ヅ
問
、
産
殖
方
夫
々
行
属
候
迄
は
、
敢
て
輸
出
を
禁
す
る
と
に

は
あ
ら
さ
れ
と
も
、
困
内
要
用
白
保
に
あ
ら
ざ
る
も
の
は
各
開
港
場
に
差
翠
ら
さ
る
事
故
、
出
島
不
E
の
品
な
れ
は
謹
上
所
前
ゐ
て
一
鷹
取
乱
L
候

事
も
可
有
之
幌
得
と
す
色
一
耳
々

と
い
ひ
、
同
様
の
趣
旨
は
此
後
の
文
書
に
も
散
見
し
て
ゐ
る
慮
で
あ
る
が
、
此
等
の
文
書
に
よ
っ
て
見
る
に
首
時
の
方
針
と
し
て
は

成
る
ペ
〈
問
問
問
的
の
取
締
に
よ
っ
て
賛
買
を
制
限
し
、
輪
出
に
振
り
向
け
ざ
ち
し
む
る
や
う
努
め
た
も
白
で
あ
る
。
然
し
外
岡
側
と

じ
て
は
僚
約
を
楯
に
軸
品
種
紙
の
購
入
輸
出
を
要
求
す
る
と
と
強
昔
た
め
、
結
局
は
個
々
の
事
例
白
示
す
如
〈
輸
出
を
認
め
ざ
る
を
得

幕
末
白
蜜
種
貿
晶

五
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末
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蜜
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ぎ
る
と
と
k
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
が
、
そ
の
揚
A
口
に
於
て
も
彼
我
商
人
開
。
勝
手
取
引
に
放
任
せ
や
、
運
上
所
か
ら
特
定
の
商
人
に

取
扱
は
し
む
る
方
法
を
と
っ
た
も
の
t
h

如
く
で
あ
る
。
元
治
元
年
八
月
米
岡
ワ
ル
ス
ホ

1
i
w
組
讃
卵
紙
三
高
枚
買
入
の
際
、
紳
奈
川

奉
行
よ
り
の
何
に
は
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

『
尤
謹
卵
貰
波
方
の
儀
に
付
て
は
此
程
相
伺
置
候
趣
も
有
之
、
来
た
桐
下
知
は
無
相
席
候
得
・
と
も
、
有
の
調
誼
例
も
有
立
候
問
、
可
成
丈
枚
数
少
に
差

館

許
可
申
哉
に
幸
存
候
。
尤
買
入
方
の
儀
は
謹
上
所
に
て
其
筋
D

も
の
へ
潟
取
扱
、
商
人
と
も
よ
り
勝
手
に
渡
方
等
は
不
鵠
仕
積
桐
問
候
。
』

元
治
一
花
年
八
月
二
十
二
円
紳
奉
川
奉
行
か
ら
は
『
獄
卵
紙
の
儀
各
国
商
人
共
殊
の
外
相
笠
候
得
と
も
、
有
は
生
糸
の
根
一
一
ん
に
て
外

品
と
も
蓮
び
候
問
、
是
迄
移
住
商
人
共
に
も
買
込
不
差
許
儀
に
付
、
民
入
方
等
巾
出
候
節
は
普
通
之
賢
司
聞
と
建
、
共
紡
波
世
の
も
の

も
無
之
、
本
易
比
雑
排
越
を
以
申
断
侠
得
と
も
」
各
園
よ
り
種
々
買
入
希
望
も
あ
り
、
震
卵
紙
輸
出
を
差
皆
め
で
は
好
商
O
続
賞
共

他
の
勢
寄
も
行
は
れ
る
か
ら
、
「
以
来
叢
卵
紙
之
儀
は
放
出
不
致
様
、
蓮
上
所
取
扱
忙
で
波
方
取
計
可
申
奉
存
候
』
と
上
申
し
て
ゐ
る

が
、
之
れ
に
封
し

『
書
面
之
趣
は
克
易
品
に
不
動
、
一
ヶ
年
可
相
渡
相
高
之
員
数
凡
目
常
を
刊
置
、
樹
園
用
差
克
白
有
無
見
計
掛
引
い
た
し
、
運
上
所
取
扱
に
て
相
渡
候

積
可
被
車
計
候
事
』

泊

ー
と
指
令
さ
れ
た
。
然
ろ
に
紳
奉
川
来
行
か
ち
は
(
九
月
寸
五
日
)
輔
副
卵
紙
は
何
程
造
り
立
て
与
も
同
畑
の
来
日
陣
り
と
た
る
も
白
て
も
在

ぐ
、
岡
町
差
支
の
有
無
な

E
は
判
然
し
な
い
。
『
一
冗
方
忙
な
い
て
無
差
文
賓
波
之
分
は
、
則
御
園
用
徐
分
。
ロ
聞
と
見
限
可
然
儀
」
で
あ

り

一
ヶ
年
に
相
渡
す
べ
き
額
は
営
方
に
て
算
定
す
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
。
先
年
仰
園
商
人
ホ
ル
レ
ツ
ト
は
繭
二
一
寓
斤
民
入
巾
立

を
き
た
が
ら
賓
際
は
四
千
斤
し
か
買
入
泣
か
っ
た
例
も
あ
る
か
ら
、
買
入
貢
波
は
商
人
へ
任
せ
た
方
が
一
然
る
ぺ
吉
で
あ
名
。
然
し
市

32).. 同 l'
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中
商
人
共
へ
は
巾
付
け
宇
『
榊
奈
川
御
役
所
附
用
達
町
人
共
之
内
共
筋
功
者
の
者
へ
申
付
、
運
上
所
取
扱
に
て
買
入
買
波
方
と
も
矯

設
申
候
L

と
い
ひ
、
園
内
有
飴
高
は
町
奉
行
勘
定
奉
行
に
て
調
査
せ
し
め
ち
れ
た
い
。
た
N
h

交
易
品
と
せ
や
逗
上
所
取
扱
と
す
る
黙

は
承
知
し
た
と
遁
ベ
て
ゐ
る
。

己
れ
に
針
し
て
は
十
月
に
勘
定
奉
行
等
は
、
か
h

る
方
法
に
て
は
遁
上
所
般
と
い
ム
も
名
目
に
過
ぎ
や
、
以
来
は
質
卵
紙
を
運
上

所
へ
買
上
げ
、
外
因
人
へ
渡
す
己
と
i

為
し
て
は
如
何
と
渇
ペ
て
ゐ
る
が
、
他
方
外
圏
奉
行
は
僚
約
両
で
は
彼
我
商
入
賞
買
に
役
人
J4

入
間
敷
と
白
文
言
が
あ
る
か
ら
、
淫
上
所
貿
上
は
不
営
で
あ
り
。
従
来
週
り
白
仕
来
り
で
差
支
あ
る
ま
い
と
し
て
ゐ
る
。

十
一
月
比
入
っ
て
勘
定
奉
行
は
、
外
国
の
望
み
失
第
諮
卵
紙
を
渡
し
て
ゐ
て
は
取
締
も
立
た
友
い
か
ら
、

『
養
盤
白
岡
々
一
ヶ
年
生
産
白
積
紙
枚
数
其
所
梅
代
官
制
預
所
役
人
等
に
て
現
前
詩
書
出
、
右
種
紙
相
用
候
一
五
紙
は
車
下
方
勝
手
に
相
製
L
相
用
候
儀

は
不
相
成
、
柑
用
に
で
漉
立
世
仰
付
、
右
へ
改
印
致
L
相
官
白
祇
料
車
立
、
願
失
第
御
渡
の
積
、
詩
家
領
分
白
パ
刀
も
其
領
主
に
て
波
方
車
計
候
積
を

以
、
申
立
戎
第
元
紙
御
渡
相
成
、
右
に
付
て
は
領
分
自
者
よ
"
相
常
の
手
数
料
取
宜
候
儀
は
鞭
御
聞
提
供
は
L
詩
家
助
成
筋
に
も
相
成
、

E
前
保
之

趣
若
相
背
改
印
無
之
稀
紙
等
買
貿
致
L
候
も
白
は
、
札
白
上
其
科
に
控
虚
候
は
L
榔
車
締
も
相
立
、
第
一
事
貨
の
生
産
高
も
明
白
に
相
分
問
、
品
柄

室
長
L
外
闘
渡
方
掛
引
も
由
来
器
可
哉
と
霊
島

と
り
意
見
を
遁
ペ
て
ゐ
る
が
、
之
に
到
し
て
大
小
日
付
の
評
議
で
は
〈
慶
臨
元
年
三
月
)
か
a
お
る
と
と
は
義
援
の
運
上
を
取
立
つ
る
如
垂

形
と
左
り
、
且
遁
々
騰
貴
し
遂
に
は
質
紙
も
出
来
却
で
不
取
締
左
左
呂
か
ら
、
養
盤
固
一
ヶ
年
平
均
白
員
数
を
見
積
り
、
作
の
豊
凶

町

相
相
曹
の
高
下
に
よ
り
割
合
を
量
っ
て
外
園
へ
渡
し
て
は
如
何
と
油
べ
で
ゐ
る
。

士
た
外
岡
奉
行
は
(
四
月
)
遣
外
使
節
交
渉
の
一
件
を
遁
ペ
た
る
後
『
彼
方
圏
用
は
勿
論
共
徐
無
擁
要
加
に
て
買
入
度
旨
申
立
候
節

は
共
都
度
問
士
誇
印
之
書
面
取
置
道
上
所
上
り
用
達
町
人
共
へ
申
論
費
込
方
矯
取
計
来
り
、
先
づ
彼
我
と
も
折
合
居
候
事
に
有
之
』

幕
末
白
蜜
種
貿
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幕
幸
四
蟹
積
貿
晶

il 

と
い
ひ
、
養
箆
地
方
へ
種
紙
を
漉
立
改
印
し
て
交
付
す
る
と
と
も
却
で
好
詐
の
底
置
に
及
ぶ
者
を
生
中
べ
〈
、
さ
れ
ぽ
と
て
一
年
平

均
の
員
数
と
い
ム
と
と
も
見
積
り
は
容
易
な
ら
中
、
外
図
よ
り
異
論
申
出
づ
る
迄
は
と
れ
ま
で
の
通
り
の
取
扱
に
で
然
る
ぺ
苦
で
は

た
い
か
と
い
ひ
、
闘
内
生
産
高
も
迫
々
増
加
し
て
ゐ
る
か
ら
、
保
約
面
通
り
相
針
貿
易
を
許
す
な
ら
ば
、
外
閣
か
ら
の
論
議
を
絶
ち

問

国
民
の
利
一
品
も
増
す
と
と
L
考
へ
ら
れ
る
か
ち
、
御
料
私
領
共
鷲
糸
増
産
方
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
従
来
白
取
扱
方
は
三
月
に
外
因
奉
行
方
の
間
合
に
劉
し
、
神
奈
川
奉
行
方
か
ち
答
へ
て
ゐ
る
や
ろ
に
『
外
園
人
共
よ
り

民
入
度
自
巾
立
候
筒
、
同
士
設
印
之
書
踊
銭
差
出
候
上
に
て
承
屈
、
御
役
所
附
用
立
町
人
共
へ
申
付
相
波
、
相
官
の
代
料
漏
受
取
、

輸
出
之
節
は
枕
銀
取
立
、
尤
政
府
則
之
趣
悶
士
申
立
候
へ
ば
税
銀
は
取
立
不
申
偽
』
と
い
ム
に
議
き
る
と
と
ミ
亭
点
。

(
へ
)
自
由
寅
買

時
凪
種
賀
買
に
闘
す
る
取
扱
方
法
は
上
述
の
如
〈
で
あ
る
が
、
度
膝
一
正
年
六
月
白
紳
奈
川
奉
行
上
申
に
よ
れ
ば

元
治
元
年
九
月
に
繭
露
卵
紙
頁
波
は
運
上
所
扱
と
し
、
其
筋
功
者
の
も
の
雨
人
忙
取
扱
方
申
付
け
し
と
と
る
、
右
隅
人
に
て
は
外
岡

人
共
疑
惑
を
生
じ
、
運
上
所
に
た
い
て
値
段
等
に
干
渉
す
る
や
う
に
考
へ
、
好
商
白
輯
費
等
も
行
は
れ
不
都
合
白
儀
少
か
ち
ぎ
り
し

た
め
、
翌
陵
膝
元
年
三
月
営
地
町
人
共
の
内
身
元
憶
か
忙
人
物
よ
き
者
を
撰
み
、
右
買
込
仕
ら
せ
度
目
上
申
し
、
五
月
そ
り
指
令
あ

岨

り
し
に
よ
り
、
共
後
十
人
を
撲
み
寅
込
渡
世
を
友
さ
し
め
た
。
而
し
て
闘
用
差
支
白
有
無
に
つ
い
て
は
営
地
へ
廻
送
さ
れ
た
も
の
は

各
地
有
除
品
と
見
倣
し
て
取
扱
ふ
旨
が
誠
一
六
ち
れ
て
ゐ
る
。

然
る
に
寅
込
商
人
を
十
人
陀
限
定
せ
し
己
と
に
針
し
て
各
国
領
事
上
り
抗
議
が
あ
り
、
殊
に
字
図
領
事
は
人
数
を
限
定
す
る
己
と

は
勝
手
貿
易
自
趣
旨
に
反
し
傑
約
違
反
で
あ
る
か
ら
誰
彼
の
差
別
今
、
一
般
に
差
許
す
べ
き
も
む
で
あ
る
と
い
山
、
ア
メ
リ
カ
悌
園

よ
り
も
抗
議
が
る
っ
た
。
そ
と
で
坤
奈
川
奉
行
は
、
四
品
種
紙
輸
出
に
つ
い
ナ
一
種
々
そ
の
利
害
を
考
究
す
る
に
、
議
卯
紙
は
欧
洲
に
於

同 c 39) 
盟卵白由買買一件
開港と生糸貿易、申春、 457頁には慶躍冠年に蜜卵紙の貿易を公許 L、伊勢平
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て
も
製
附
さ
れ
る
が
、
年
に
土
り
曲
且
凶
白
去
が
あ
る
わ
け
で
、
従
て
我
園
田
輸
出
も
年
々
差
異
が
あ
り
、
名

J

〈
輸
出
さ
れ
て
も
、
そ

れ
は
一
時
の
現
象
に
過
ぎ
宇
、
翌
年
も
亦
然
り
と
は
断
じ
得
左
い
。
恰
も
米
穀
の
盟
内
に
よ
り
米
慣
騰
落
せ
ば
、
あ
る
揚
合
に
は
印

度
地
方
よ
り
米
を
取
寄
せ
政
府
で
史
上
げ
ね
ば
た
ら
ぬ
の
と
同
様
で
あ
る
。
従
て
認
卵
紙
等
も
園
用
不
足
の
揚
合
は
外
岡
よ
り
職
入

せ
ぽ
土
い
わ
け
で
あ
る
か
ち
、
と
れ
迄
外
図
交
易
H

間
取
扱
の
商
人
一
般
へ
菅
買
差
許
す
や
ろ
に
致
し
た
い
。
尤
苧
閥
領
事
等
の
抗
議

に
上
h

勺
取
扱
方
を
愛
夏
ず
る
こ
と
は
『
御
閣
憾
に
拘
り
不
都
合
』
在
る
己
と
は
い
ム
迄
も
友
い
が
、
議
卵
紙
は
如
何
程
輪
出
し
て
も
図

加
に
差
響
く
懸
念
は
た
い
の
で
あ
る
か
ら
、
各
閣
公
使
等
土
り
苦
情
の
出
で
ぎ
る
う
ち
に
一
般
渡
世
を
差
許
し
て
は
如
何
と
の
土
申

書
を
提
出
し
て
ゐ
る
。
(
同
大
刀
)

之
に
針
し
勘
定
奉
行
及
吟
味
役
は
従
来
白
経
過
を
述
べ
た
る
後
、
右
自
如
昔
欺
勢
に
於
で
は
伺
の
通
り
仰
渡
さ
る
お
上
り
外
致
方

左
か
ち
ん
も
、
か
く
の
如
者
不
都
合
た
る
取
討
を
共
士
i
h

黙
過
す
ぺ
雪
で
た
い
か
ら
係
役
人
を
庇
黙
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

共
後
ア
メ
リ
カ
公
使
は
六
月
二
十
四
日
、
悌
闘
公
使
は
七
月
七
日
、
英
国
公
使
は
七
月
十
三
日
一
及
十
五
日
に
、
硬
軟
そ
れ
ぞ
れ
の

申
出
を
た
し
、
議
程
取
引
に
つ
い
て
の
制
限
束
縛
を
解
除
せ
ん
と
と
も
『
一
以
で
し
た
。
幕
府
は
迭
に
七
月
十
六
日
を
以
て
英
・
併
・
米
・

謝
・
瑞
西
各
会
使
、
露
-
宇
・
葡
各
領
事
に
謝
し
同
文
を
以
て
讃
卵
紙
の
白
山
賀
買
を
認
む
Z
旨
を
通
告
し
た
。
そ
り
文
聞
は
次
白
如

く
で
あ
る
。

『
以
書
翰
申
入
候
。
各
刷
人
我
図
商
人
共
よ
り
鼠
卵
献
買
入
方
不
都
合
之
儀
有
之
趣
に
付
、
爾
後
者
外
品
同
様
勝
手
に
商
貰
可
致
旨
、
A
2
椴
改
品
て
神

奈
川
事
行
へ
命
を
下
し
晶
、
此
段
心
得
乙
錦
品
申
入
候
。
拝
具
諜
言

慶
膝
元
年
乙
丑
七
月
十
六
日

-
水
野
和
泉
守

花
押
』

(
備
考
)

領
事
に
謝
す
る
分
は
『
問
責
可
致
旨
』
の
去
に
『
事
務
執
政
よ
り
』
の
文
字
が
あ
り
、
『
拝
具
』
白
二
宇
は
な
い
。
而
L
て
閣
老
恥
ら
で
は
な
〈

外
岡
奉
行
か
ら
に
な
ワ
て
を
り
、
館
岡
聞
に
封
し
℃
は
十
七
日
白
日
付
に
な
っ
て
ゐ
る
。

幕
末
白
置
積
貿
易

九



幕
末
白
蜜
種
貿
晶

= 
O 

か
〈
て
議
卵
紙
貿
易
も
一
般
商
品
と
同
じ
く
自
由
貿
買
と
な
る
に
至
り
、
慶
腹
一
冗
年
以
後
の
輸
出
高
は
前
述
白
如
〈
著
増
を
一
一
小
し

て
ゐ
る
。

五

密
貰
及
不
正
問
題

上
述
の
如
く
出
品
臆
一
五
年
七
月
に
榊
品
種
の
問
山
賀
買
を
認
め
ら
る
L
迄
は
、
そ
の
取
引
は
甚
だ
し
く
制
限
さ
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
欧

洲
鼠
病
の
結
巣
、
我
踊
滋
卯
択
の
需
要
は
甚
だ
大
で
あ
っ
た

L
め
密
貿
易
が
行
は
れ
そ
の
債
格
は
自
然
騰
貴
し
た
。
文
久
三
年
に
品
川

一
枚
一
分
銀
二
箇
の
剣
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
債
は
凡
二
朱
乃
至
三
朱
と
栴
せ
ら
れ

人
マ
レ
ロ
が
伊
勢
市
↑
か
ら
買
っ
た
諸
種
紙
は
、

る
d

共
後
わ
が
商
人
は
程
々
白
方
法
で
程
ケ
谷
・
神
奈
川
・
本
牧
で
密
に
取
引
を
注
し
相
場
は
漸
究
騰
貴
し
て
一
分
銀
一
一
一
四
十
個
に
及

ん
だ
。
ー
一
品
時
横
演
に
は
伊
太
利
人
や
悌
繭
四
人
が
一
一
三
十
人
位
づ
L
特
に
我
が
醐
品
種
を
買
ム
目
的
で
本
圃
か
ら
来
て
居
た
と
い
ふ
。

(
註
一
)
央
に
示
せ
る
歌
宇
山
富
積
の
百
枚
常
り
の
国
内
情
格
で
あ
る
が
、
職
出
債
格
と
白
阿
き
は
明
か
で
な
い
。
鼎
L
誼
種
目
輸
出
が
盛
大
と
な
る
に

つ
れ
関
内
償
格
に
も
影
響
し
て
そ
白
勝
賞
を
を
大
な

b
し
め
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

安

政

元

十

五

貫

文

一

六

十

六

貫

六

百

四

十

文

一

一

冗

油

元

五

十

一

一

一

貫

文

二

十

一

貫

文

一

高

延

元

十

八

貫

文

一

度

肱

元

七

十

貰

文

三

十

一

ユ

貫

三

育

文

一

文

A
元

三

斗

一

コ

貫

七

百

支

一

二

百

O
六
貫
丈

四

十

二

貫

六

百

文

一

二

三

十

四

貫

文

一

三

百

六

十

五

買

文

五

ア

六

貫

五

宵

丈

一

一

ニ

四

十

貰

文

一

明

浩

元

三

百

二

十

貫

丈

(
前
二
)
密
貿
易
の
行
は
れ
た
と
と
に
つ
い
て
は
種
々
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
白
一
例
を
示
さ
ば
、

『
春
の
風
軌
の
館
を
一
荷
忙
指
け
て
花
召
せ
と
呼
4
9
〈
花
賓
の
乙
女
が
肩
白
土
、
色
の
香
も
ヌ
ま

f
iな
る
簡
の
底
に
は
暗
刊
紙
潜
め
り
。
誰
か
筆
跡

か
笹
山
恥
な
〈
品
目
色
さ
へ
濃
き
決
き
反
省
玉
章
取
ま
ぜ
て
懸
も
無
常
も
一
つ
に
寄
せ
る
紙
屑
簡
の
其
中
に
は
穂
紙
潜
品
り
。
際
路
の
鈴
に
夕
日
を

赴
ふ
小
荷
駄
隔
の
背
白
土
に
は
、
人
知
札
サ
種
紙
潜
め
り
。
路
行
〈
人
白
着
物
の
背
に
は
躍
の
重
荷
か
積
紙
潜
め
り
。
甥
の
如
4
に
取
り
結
び
て

ぽ

W

Z
刊
日

y
¥
に
横
漬
に
持
込
み
此
庭
に
て
密
か
に
取
引
を
な
し
向
。
利
を
見
て
は
禁
を
破
る
人
心
な

mJ』

大塚良克郎、誼虫、前篇 208頁(貿易制度所掲)
生糸貿易骨盤選 3'頁
信設置業枯草史料(明治二十五年刊)9'5-103頁
蜜虫、前策、 208一泊9頁
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開
港
営
時
の
貿
易
殊
に
生
糸
貿
易
忙
は
、
我
岡
商
人
が
外
岡
貿
易
に
不
馴
れ
危
る
に
乗
じ
て
外
商
が
種
々
横
暴
在
る
態
皮
に
町
て

我
商
人
を
苦
し
め
た
と
と
、
並
に
我
が
商
人
も
亦
種
々
の
好
策
を
弄
し
て

E
利
を
網
せ
ん
と
し
た
と
と
は
、
既
に
諸
著
に
論
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
E
と
で
あ
り
、
騨
品
種
貿
易
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
例
の
一
存
す
る
こ
と

L
忠
は
れ
る
が
認
に
は
二
、
二
一
の
例
を
述
べ
ゃ
う
。

外
人
は
春
議
稀
を
辞
む
》
一
己
ろ
か
ら
夏
時
品
種
に
丹
勢
を
布
い
て
色
を
着
け
て
春
騨
品
種
と
稀
し
て
買
付
け
た
。
信
州
上
回
が
特
に
乙

の
模
迭
に
巧
で
あ
っ
た
と
い
ム
。
或
は
輯
品
種
の
護
生
を
恐
れ
て
火
製
十
を
か
け
、
ま
た
菜
種
を
議
卵
紙
の
表
面
隙
聞
の
あ
る
所
へ
貼

付
け
て
之
を
輔
副
卵
だ
と
い
っ
て
外
人
陀
渡
す
、
甚
だ
し
い

D
は
性
支
を
受
け
約
定
金
主
受
取
っ
て
共
佳
央
践
す
る
の
も
あ
る
。
然
し

輸
出
制
座
の
と
き
で
あ
っ
売
か
ら
、
外
人
も
仕
方
な
く
そ
の
ま
与
に
な
っ
た
と
と
も
あ
る
と
い
ふ
。
ま
た
外
人
が
買
込
を
柏
町
へ
る
と

諸
種
商
人
が
相
談
し
て
在
荷
の
何
制
か
を
海
忙
投
じ
た
。
而
も
そ
れ
は
外
見
だ
貯
で
共
鐙
穏
を
持
蹄
っ
た
と
も
い
は
れ
る
。
そ
れ
で

外
人
が
信
用
せ
中
、
後
に
は
巴
む
友
く
外
人
の
両
前
で
多
数
焼
却
し
た
と
と
も
あ
っ
た
と
い
ふ
。
或
は
外
人
が
邦
商
の
好
策
を
本
閥

“
 

政
府
に
訴
へ
、
本
岡
政
府
か
ら
幕
府
へ
の
交
渉
と
た
っ
た
己
と
も
あ
る
と
い
ム
。
外
人
も
一
枚
五
、
六
匁
で
買
込
ん
だ
も
の
を
本
閥

的

に
持
飼
っ
て
四
、
五
弗
で
費
り
四
十
倍
の
利
益
を
占
め
た
と
い
は
れ
、
暴
利
を
食
り
利
盆
を
理
断
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

-;、
二

重

税

問

題

生
糸
剰
に
繭
詑
種
紙
等
に
劃
す
る
需
要
白
激
増
は
白
ち
粗
製
税
法
D
弊
を
生
中
る
に
至
っ
た
L
め
、
幕
府
は
之
が
取
締
白
必
要
を

感
じ
、
と
t
h

に
改
印
制
度
を
賞
施
ず
る
忙
至
っ
た
。
乙
れ
慶
膝
元
年
十
二
月
の
生
糸
改
印
令
で
あ
る
が
、
そ
の
後
段
に
於
て
讃
種
紙

K
劃
す
る
取
締
を
も
令
し
て
ゐ
る
。
即
ち
「
樺
品
種
紙
之
義
も
近
来
不
馴
之
者
狼
に
製
作
資
買
い
た
し
.
養
議
之
も
の
共
難
儀
に
な
よ

ぴ
候
趣
相
関
候
=
付
、
是
叉
生
産
主
占
御
取
締
芝
居
刷
』
云
?
と
い
ひ
、
共
方
法
と
し
て
は
天
領
私
領
の
別
友
〈
紙
漉
立
地
に
於
て
元

幕
末
白
諸
積
貿
易

開港と生糸賀憲史、前稿、 210-211頁。日本震糸業史、第三巻、 86-88頁。
晶、中巻、 585-586頁
生来貿易の費量選、 3I-32買
吉田犀衰二郎遇、誼種商酷(明惜ニ年)、明市文化全集、第九鯖yu頁
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幕
末
日
認
種
貿
易

紙
に
改
印
争
一
た
し
、
議
種
製
作
人
は
「
右
改
印
有
之
君
紙
へ
種
仕
付
、
銘
々
園
所
名
前
相
記
し
正
路
之
取
引
可
致
候
』
尤
輸
出
に
供

ず
る
分
は
『
製
作
向
来
之
品
目
恥
寄
御
代
官
へ
差
出
し
改
印
を
受
け
相
常
の
冥
加
相
納
候
』
亡
と
と
し
、
以
来
生
糸
諸
種
紙
と
も
改
印

却

在
き
阿
川
は
一
切
資
質
す
可
ち
ゃ
と
達
せ
ら
れ
た
。
元
本
令
は
翌
二
年
五
月
よ
り
貫
施
さ
れ
た
も
D

D
如
く
で
あ
る
。
か
〈
て
元
紙
を

取
締
る
と
と
に
上
つ
で
直
接
に
は
数
量
に
制
限
を
加
へ
、
住
所
氏
名
を
記
す
と
と
に
よ
っ
て
粗
製
濫
造
を
防
ぎ
、
輸
出
向
の
も
の
は

製
品
検
査
を
取
し
冥
加
金
を
徴
ぜ
ん
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
二
年
四
月
武
蔵
圏
二
千
村
岩
代
闘
伊
建
郡
中
瀬
村
O
者
共
の
内
願

砲

に
よ
り
幕
府
は
讃
卵
拠
検
徴
の
制
を
設
砂
、
此
等
の
者
共
在
世
品
卵
紙
取
締
の
た
め
諸
国
に
抵
遺
し
た
と
い
ふ
。

度
照
三
年
十
月
外
国
奉
行
よ
り
勘
定
奉
行
へ
去
年
十
二
月
の
生
糸
改
方
千
数
料
弁
『
議
卵
紙
外
圃
行
之
分
冥
加
割
合
』
に
つ
骨
問
ひ

合
せ
た
と
と
る
、
そ
品
位
円
書
中
獄
卵
紙
比
闘
す
る
分
に
は
、

『
種
紙
一
品
加
永
田
儀
同
一
世
肝
煎
之
者
一
冗
紙
買
集
積
製
作
人
共
へ
分
配
い
た
L
、
元
紙
元
代
へ
一
割
を
掛
け
軍
立
幌
磐
之
島
、
常
年
之
島
は
差
支
之
筋

有
之
肝
煎
の
も
の
へ
元
紙
鵠
買
集
候
備
は
且
合
相
成
候
に
付
、
元
紙
代
鋭
之
三
厩
方
儒
相
納
、
外
国
行
之
分
は
本
歩
一
枚
に
付
、
誕
百
文
つ
L

取
立
候

沼

儀
に
有
卒
、
北
右
岡
品
と
も
獅
取
締
内
儀
は
闘
々
生
産
一
五
方
お
ゐ
て
相
改
候
御
主
意
に
有
之
慌
』
n

と
あ
り
、
翌
三
年
九
月
外
図
惣
奉
行
並
外
闘
奉
行
よ
り
勘
定
奉
行
へ
の
問
合
せ
に

『
元
紙
代
品
之
一
一
一
庭
方
柑
納
悦
儀
、
警
は
元
紙
代
銀
首
鬼
に
候
得
は
各
之
三
底
油
り
銀
三
生
相
納
候
構

ι信
哉
、
本
歩
一
枚
は
回
之
内
キ
誠
二
枚
を
本

歩
一
枚
と
相
唱
、
盤
卵
之
善
悪
に
不
拘
い
ワ
れ
も
永
百
丈
つ
L

取
立
候
憐
に
候
鵠
』

勘
定
奉
行
の
答
忙
は
『
御
巾
越
之
通
に
有
之
』
と
あ
り
、
尤
一
γ

法
制
改
手
数
料
は
昔
年
よ
り
は
一
冗
紙
代
銀
に
不
拘
本
歩
一
枚
に
つ
合
ご
坑
十

女
づ
t
A

取
立
つ
る
旨
を
蓮
ぺ
て
ゐ
る
。
外
岡
奉
行
等
は
之
に
劃
し
て
『
右
は
兎
紙
代
銀
之
三
座
方
相
納
候
上
向
永
十
文
づ
L
A

御
取
立

相
成
候
儀
忙
候
哉
、
且
御
閣
法
外
岡
行
と
も
同
等
御
取
立
之
儀
に
候
哉
』
元
紙
の
債
は
如
何
と
問
う
て
ゐ
る
。
勘
定
奉
行
は
之
に
劃

し
て
本
歩
一
枚
忙
つ
雪
永
十
文
(
六
分
に
官
る
)
取
立
る
故
、
元
紙
代
銀
の
一
二
一
盟
十
点
納
め
し
む
る
と
と
は
中
止
し
た
。
元
紙
改
は
白
紙

震卵lIIi曹制規一件
日本悶政組済史料、巻豆、 387頁
大日本蛍史、正史、 195-J98頁
生糸盤卵課控之件

50) 
51) 
52) 
53) 



に
改
印
す
呂
故
、
図
遣
外
国
行
と
も
差
別
荘
し
。
程
付
の
上
外
闘
行
願
出
候
分
は
本
歩
一
枚
に
つ
き
永
吉
文
取
立
て
る
。
↓
厄
紙
一
枚

の
債
は
不
同
で
あ
る
が
、
通
例
午
裁
一
枚
に
付
凡
代
銀
六
七
分
位
で
あ
る
と
答
へ
て
ゐ
る
州

小
遣
)

右
白
改
印
令
に
封

L
て
は
二
年
八
月
箱
舘
に
於
て
英
・
米
・
蘭
・
怖
・
露
・
宇
・
葡
七
ケ
闘
領
事
よ
り
改
税
約
書
第
五
僚
並
に
第
九
僚
虻

建
反
す
る
も
の
左
り
と
の
抗
議
が
あ
っ
た
が
、
翌
三
年
九
月
十
七
日
幕
府
に
針
し
荷
蘭
公
使
上
り
『
外
図
人
に
買
波
す
べ
き
謹
卵
紙

一
枚
に
付
江
戸
陀
訟
ゐ
て
銭
四
百
三
十
五
文
郎
ち
三
匁
取
立
た
り
、
是
は
共
同
産
の
地
の
役
人
に
捌
ム
ベ
雪
銭
七
十
五
支
の
謹
上
の

外
な
り
。
』
後
者
は
古
然
の
と
と
左
る
も
、
前
者
の
週
土
卸
江
戸
に
持
け
る
課
枕
は
僚
約
普
及
新
税
約
書
に
違
反
す
る
も
の
友

b
ム」て

抗
議
し
、
同
日
伊
太
利
公
使
も
讃
卵
紙
に
つ
き
生
産
地
印
(
黒
印
)
七
十
五
文
、
江
戸
印
(
赤
印
)
四
宵
七
十
五
交
の
三
重
忙
殺
を
正
り

立
つ
る
は
保
約
に
反
す
る
も
の
と
し
て
抗
議
し
た
。

h

黒
、
赤
逝
に
な
れ
る
文
書
も
あ
る
)

(
註
)
安
政
五
年
に
各
闘
と
締
結
さ
れ
た
貿
易
章
程
は
其
後
丹
団
側
四
交
世
に
よ
り
慶
麿
二
年
五
H
改
正
さ
れ
た
。
己
れ
が
改
酷
約
書
で
ち
る
。
そ
の
骨

五
僚
に
は
『
日
本
町
産
物
は
蓮
誌
の
険
路
水
路
修
復
白
潟
、
諾
向
買
に
付
て
取
立
る
描
例
の
謹
上
内
外
は
、
別
に
運
怠
運
上
を
納
む
る
事
な
〈
日
本

田
何
れ
白
地
よ
り
も
外
岡
交
易
の
矯
聞
き
た
る
各
港
へ
謹
選
す
る
事
勝
手
た
る
べ
L
』
と
る
る
。
第
九
時
白
後
段
に
は
『
尤
日
本
商
人
癌
例
両
買
に

骨
て
取
立
る
運
上
よ
り
儲
分
は
日
本
政
府
へ
牧
む
る
こ
と
な
L
』
一
百
々
の
文
句
が
あ
る
。
而
し
て
盤
卵
艇
に
封
ず
る
輪
出
穂
は
一
枚
に
つ
き
一
分
組

m
 

0
・
0
七
五
筒
卸
ち
一
長
一
分
三
歴
五
宅
と
謹
上
目
録
に
記
載
さ
札
て
ゐ
る
。
外
人
白
抗
議
は
、
生
産
地
と
江
戸
と
で
運
上
を
と
り
、
更
に
輪
出
栂
E

課
す
る
と
き
は
自
輯
債
格
が
騰
貴
す
る
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
に
於
で
謀
枕
す
る
こ
と
は
棟
約
の
趣
旨
に
反
す
る
と
い
ふ
に
在
る
も
の
L

如
〈
で
あ
る

以
上
の
事
件
に
つ
き
十
月
四
日
外
閣
総
奉
行
並
外
国
奉
行
か
ら
の
上
申
に
よ
れ
ば
議
種
紙
に
針
寸
る
課
税
は
次
白
如
〈
で
あ
る
。

同同一

万

枚
Kこ
てフ

き

種
紙
直
段

一
万
紙
改
手
数
料

川
町
闘
行
種
紙
改
印
料

金
二
万
五
千
雨

金
百
用

金
千
雨

問
遣
外
岡
行
田
別
な
し

困
用
白
も
自
は
改
印
な
し

一
枚
に
つ
き
金
三
師
二
分
の
積

一
枚
に
つ
き
ま
十
文

一
枚
に
つ
き
ま
百
丈

外
岡
行
改
印
料
。
件
は
「
全
く
下
情
居
合
候
矯
め
の
御
取
計
に
て
、
且
取
立
方
の
割
合
も
縫
に
付
、
年
貢
も
同
様
D
儀
に
有
之
、
輪

幕
末
白
蜜
種
貿
易

向上
丸山側雄、幕末開港1聞に於ける生来貿易の展望、虫拳雑誌、第四十三篇十二競
法規骨粗大来、外交門、保約、 309頁以下
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幕
末
白
輩
種
貿
易

四

出
税
杯
と
申
筋
LI
は
保
之
』
、
さ
り
友
が
ら
『
右
様
外
同
行
之
口
聞
に
限
り
新
定
約
書
の
大
眼
目
に
甑
蹄
致
し
候
取
計
に
て
、
既
に
此
程

伊
・
繭
剛
同
公
使
よ
り
は
右
康
を
踏
へ
苦
情
申
出
、
俳
公
使
会
い
て
も
同
様
の
偽
申
居
候
趣
に
有
之
』
、
つ
い
て
は
改
正
一
方
を
勘
定
奉

行
へ
仰
波
き
れ
た
い
と
述
べ
て
ゐ
る
。
十
一
月
五
日
外
岡
総
奉
行
等
再
膝
D
上
巾
を
た
し
た
が
、
十
一
月
廿
一
日
に
至
り
「
来
反
年

坐
産
白
分
上
り
御
園
遣
外
園
行
の
無
差
別
(
中
略
)
種
紙
は
元
紙
手
数
料
相
止
、
本
歩
一
枚
に
付
北
五
十
文
づ

L
取
立
つ
』
る
と
と
と

し
て
、
伊
・
蘭
雨
園
へ
の
返
翰
渠
を
調
製
ナ
ペ
き
旨
を
外
国
線
奉
行
等
へ
指
令
し
て
ゐ
る
。
然
し
外
岡
総
奉
行
等
は
伊
闘
雨
固
は
現

在
白
取
扱
方
に
つ
き
苦
情
を
申
立
て
L
ゐ
る
も
D
で
あ
る
か
ら
来
炭
年
生
産
自
分
よ
り
賓
施
ず
る
と
も
承
服
す
間
敷
く
、
印
今
よ
り

改
正
す
る
と
と
と
し
て
、
返
翰
案
を
取
調
べ
ん
と
と
を
更
に
上
申
し
、
十
二
月
廿
九
日
之
を
承
認
せ
る
指
令
が
愛
せ
ら
れ
た
が
、
笠
岡

年
(
明
暗
元
年
)
一
月
十
一
日
白
上
申
に
よ
れ
ば
、
従
来
。
取
扱
方
法
に
よ
り
外
図
商
人
用
三
年
来
損
失
を
重
ね
を
れ
る
た
め
、
討
に
輪

出
改
印
料
は
停
止
す
る
も
、
元
方
に
て
取
立
の
税
制
制
増
加
し
た
る
肢
を
以
て
各
園
公
使
よ
り
苦
情
を
申
出
て
、
既
往
の
損
失
補
償
等

争
願
出
づ
品
や
も
計
り
難
く
、
此
等
白
期
を
考
躍
し
て
車
に
「
以
後
は
右
鷲
卵
紙
井
生
糸
之
儀
者
我
園
用
及
び
海
外
輪
出
之
分
ム
」
も
都

て
共
ι
出
産
之
地
晶
ゐ
て
一
様
之
税
額
取
立
共
他
切
牧
税
不
致
様
、
今
般
規
則
相
改
め
夫
々

b
被
鯖
遼
候
間
共
段
御
承
知
有
土
度
』

冒
と
の
返
翰
を
設
し
、

E
L
M
L
二
重
課
税
は
底
止
さ
れ
た
り
で
あ
る
刊

七

附

一
三
同

以
上
私
は
幕
末
比
長
け
る
神
品
種
貿
易
の
経
過
を
略
述
し
た
。
常
時
白
我
園
に
於
て
は
猶
十
分
に
外
国
貿
易
白
意
義
，
汗
に
情
況
に
通

せ
十
、
外
闘
も
亦
之
忙
乗
じ
て
策
を
巡
ら
ナ
と
と
の
少
く
な
か
っ
た
と
と
は
、
こ
の
小
篇
に
よ
っ
て
も
知
り
得
る
と
と
る
で
あ
る
。

殊
に
監
種
輸
出
に
劃
す
る
有
司
等
白
思
想
を
検
討
す
る
と
と
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
頁
教
の
都
合
上
悲
に
は
割
愛
し
て
次
の

上同57) 



機
舎
に
譲
る
こ
止
と

L
た。

atv 

次
に
掛
品
種
白
輸
出
は
維
新
以
後
も
織
頼
さ
れ
廿
八
年
比
及
ん
で
ゐ
る
が
、
十
年
頃
ま
で
は
多
額
の
輸
出
が
あ
っ
た
。
図
内
的
に
は

時荘善一、明暗相年にIkける寵積輪出、 lfrl:官経済史唱、静六巻，-1-抗参照
大日本外国貿易五十六年割照表、 84頁

議
種
政
策
に
謝
す
る
種
々
の
経
緯
、
圏
外
的
に
は
微
紋
子
病
諌
防
法
白
愛
見
に
よ
り
、
海
外
白
需
要
が
減
少
し
た
と
と
が
考
へ
ら
れ

る
。
共
問
に
於
て
粗
製
品
伽
造
、
供
給
過
剰
、
裁
種
焼
棄
等
種
と
の
問
題
を
生
じ
た
が
、
維
新
以
後
の
愛
感
K
つ
い
て
は
本
稿
の
範
同

外
で
あ
る
か
ら
全
〈
之
を
省
略
す
る
己
と
と
し
た
。
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